
 
令和3年度 経営戦略 部の目標（ビジョン・組織運営方針）

ビジョン（目指す姿）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　要支援者を発見して、相談につなぐ
地域支えあい推進部は、未来に「つなぐ」。　２　関係機関と連携して、解決につなぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　悩みのある人に寄り添って、希望につなぐ

令和３年度の組織運営方針

１　アウトリーチ活動の活性化　　→　町会・自治会などの地域公益活動団体との協働推進、区民活動センターの検証と改善
２　相談支援業務のさらなる充実　→　すこやか福祉センター機能強化、職員の育成
３　すべての人を対象にした地域包括ケア体制の構築　　　→　庁内各部・関係機関との連携の強化・拡充

部の経営戦略

課の名称 ミッション（使命・役割） 重点取組み事項

地域活動推進課

　多様性　地域で活かす　
　　　”ワンチーム”

～　地域づくりは
　　　　みんなの手で　～

 〇 区民活動センターを拠点として、地域課題の解決に向けた地域住民の自主的かつ主体的な活動が促進され、地域自治がさらに推進していくた
　めの区の支援のあり方（区民活動センター運営のあり方）について検討していく。
 〇 町会・自治会や民生・児童委員をはじめとする地域の見守り・支えあいを担う団体・機関との連携体制を強化し、見守り・支えあい活動のさ
　らなる活性化を図る。
 ○ 移転・建替（鍋横区民活動センター・昭和区民活動センター）・新設（すこやか福祉センター）が計画されている施設の整備手法等の検討を
　進める。
 ○ 区民団体が行う自主的な公益活動を支援するとともに、多様な人材を地域の活動とつなぎ、活躍を応援する中間支援機能を強化していく。

地域包括ケア推進課
　みんなで創る、いきいき安心
地域包括ケア

 〇 関係部署や関係機関と連携し、地域における支援が必要なあらゆる人を対象としたセーフティネットや見守りや支えあい等の取組を推進す
　る。
 〇 中野区地域包括ケア推進会議が策定主体となる（仮称）中野区地域包括ケア総合アクションプランを策定するための調整を行い、行政及び区
　内の各活動団体等の今後の取組目標や方向性を明確化する。
 〇 基本計画重点プロジェクト２の主管課として、庁内関係所管や関係団体と協働・連携・情報共有を積極的に行い、地域包括ケア体制の推進の
　ための総合的な調整機能を発揮する。
 ○ 認知症の初期の段階から相談、支援、診断ができる体制を整備するため、認知症検診及び地域拠点による支援事業の実施に向けた検討を行
　う。
 ○ 在宅療養支援窓口について、これまでの相談業務について分析し、ICTとの連動や新たなニーズをふまえた機能・役割を検討する。

介護・高齢者支援課
　それぞれのくらし。
　いろいろなサービス。
　みんなでささえる高齢者。

 〇 保険者機能強化推進交付金等の評価指標に対する取組を進める
 ○ 歳入確保に向け介護保険料収納率向上対策を実施する 
 ○ 年間申請件数の大幅増が見込まれる令和４年度に向け介護認定事務を改善する
 ○ 報酬改定や高額介護サービス費・補足給付の見直し等の制度改正を円滑に実施する
 ○ 介護サービス事業所の指定申請や実地指導等における負担軽減策を検討・実施する
 ○ 高齢者の人口増加、単身世帯の増加、コロナ渦等の社会環境の変化に応じ、高齢者サービスを着実に実施する
 ○ 介護サービス基盤施設の整備・誘導を促進するとともに、介護サービスの提供体制を支える介護人材の確保・育成事業を実施する
 ○ 新型コロナウイルス感染症拡大の影響や今後の高齢者のニーズを踏まえた介護予防事業を実施する

地域支えあ
い推進部



すこやか福祉セン
ター

　つなぐ・見守る・支える
　すこやかは　「みんなの心の
拠り所」

 ○ あらゆる人を対象とした地域包括ケア体制の構築に向け、（仮称）総合プラン等を踏まえてアウトリーチチームの役割・活動等を明確化し、
　アウトリーチ活動推進体制を強化する。
 ○ 再構築された妊娠・出産・子育てトータルケア事業の定着化と定着化に向けた事業周知を強化する。
 ○ 新型コロナ等、感染拡大時における相談体制を充実する（オンライン相談等の活用の推進）。
 ○ 医療系専門職のうち、少数専門職である歯科衛生士・栄養士・心理の各職種について、今後のあり方を見据えながら人材育成等を推進する。


